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平成２９年度	 財団せせらぎ	 助成金使用報告書 

所属 早稲田大学 大学総合研究センター 職名 助教 助成

金額 
200,000円 

氏名 姉川	 恭子 印 

研究や活動等のテーマ（申請書に記入した内容を記入すること。） 

	 エビデンスに基づく高等教育マネジメントモデルの構築 

助成金の使用実績の概要（日本語で記入すること。図・グラフ等の記載は必須ではない。） 

	  
	 本研究では、大学における様々な環境が、学生のアウトプットにどのように影響を与えているのか明らかにすべく実証分

析を行った。当初、申請段階では、主に財務指標に焦点を当てて分析を行う予定であったが、申請金額より減額になったこ

とから財務データの入手を断念し、その他のデータを扱うこととした。 
	 具体的には、大学内の教育環境や教員の質が、学生の正規雇用割合にどのような影響を与えているのか、全国の大学を対

象とし学部レベルで分析を行った。以下は、現在の学問分野別の正規雇用割合の傾向である。 
 

 	 	   
          図１：人文学系                       図2：社会科学系	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図3：理工系	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
	 これらの研究結果は、今後、海外での学会発表（2018年１月にアメリカで予定）、海外ジャーナルへの投稿（2017
年度中）を経て、現在、英語で執筆している書籍の一部として採用する予定である。 

助成金の使用金額及び使途 

 
書籍等購入 
	 洋書	 約50,000円 
	 和書	 約20,000円 
 
業務委託費：データ入力	 約50,000円 
 
旅費：研究会参加等	 約80,000円 
	  

助成金を使用した成果に関する発表（インターネットに公表されている場合はURLを記載すること。） 
	 2017年10月21日（日）	 一橋大学 
	 日本教育社会学会	 第69回大会にて下記タイトルで発表 
「大学の教育環境と卒業生の雇用状況に関する実証分析」 
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